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　３月６日㈭別海町生涯学習センターにおいて、地域福祉
の向上に寄与された方々に対し、表彰及び感謝の意を表す
るとともに、講演を通して地域福祉の一層の発展を目指す
ことを目的に、第42回別海町社会福祉大会を開催しました。
　表彰式では、23名３団体に対して、別海町社協会長表彰・
感謝並びに各伝達を行いました。また、講演会では「知っ
てほしいケアラー・ヤングケアラーについて」と題して、
社会福祉法人北海道社会福祉協議会地域共生社会推進部長
兼ケアラー支援推進センター長 中村　健治 氏にご講演いた
だき、家族や近しい人々の介護やお世話を担うケアラーと
ヤングケアラーの実態などについて理解を深めることがで
きました。

別海町社会福祉大会を開催しました
第４２回
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　令和７年度は、第７期地域福祉実践計画の２か年目となることから、引き続き、住民活動やニーズの変化を見据え、
地域活動の活性化と再構築に向け、幅広い世代を対象とした事業の開催を通じ、一人でも多くの住民が福祉のまちづく
り活動に参加できる機会の提供に努めていきます。

基本理念
「互いにたすけあい安心して暮らせるまち」

●ボランティアセンター運営事業
　①活動者への支援（活動相談、ボランティア保険加入促進）
　②情報提供と発信（ホームページ、広報誌、情報誌）
　③マッチング（ボランティア依頼受付と斡旋）
●ボランティア団体活動助成事業
　ボランティア団体の組織強化と活動支援を目的に活動費の
　一部を助成します。
●ボランティア指定校助成金交付事業
　町内の学校を対象にボランティア活動の実践を通じた福祉
　教育の推進を目的に活動費を助成します。
●ボランティア研修会開催事業
　①クリーンウォーク2025in野付半島
　②ボランティア研修会（9月予定）
●収集ボランティア事業（プルタブ・古切手の収集）
●福祉出前講座
　地域住民を対象に福祉に関する知識を深める機会を提供し、福祉
　に興味・関心を持ってもらうことを目的に実施します。（通年）

●小地域ネットワーク活動
　①指定地区への活動費助成　②活動への情報提供と助言
●災害援護金交付事業
●歳末見舞金交付事業
●児童生徒進学（就職）支援金交付事業
●要援護者生活支援金支給事業
●福祉団体助成事業
　福祉団体へ活動費を助成することで、団体の育成及び地域
　福祉の発展を図ります。
●福祉イベント開催事業（第12回福祉まつりの開催）
　世代を問わず、誰もが参加できるイベントを開催し、福祉・
　ボランティアに関する情報発信と住民同士の交流機会の提
　供を行います。（８月予定）
●生活福祉資金貸付事業（※北海道社会福祉協議会受託事業）
●愛情銀行資金貸付事業
●総合相談窓口の開設・情報提供
●生活困窮相談窓口の開設
●権利擁護事業相談窓口の開設

収入合計
229,297

支出合計
220,384

会費収入 3,390

（単位：千円）

寄付金収入 1,500

障がい福祉サービス等
事業収入 3,805

受取利息配当金収入 5
貸付事業支出 1,015

共同募金配分金事業費 916

助成金支出 2,316 積立資産支出 6,027

予備費支出 2,000その他の収入 18

前期未支払資金残高 23,563

経常経費
補助金収入

56,477

人件費支出
125,475

事業費支出
52,985

事務費支出
29,152

介護保険事業収入
40,233

老人福祉
事業収入
81,549

受託金収入 15,834

貸付事業収入 1,015

事業収入 1,908

固定資産取得支出 498

地域で支え合う絆づくり
基本目標２

地域を支える人づくり
基本目標１

●介護保険事業
　①居宅介護事業所（介護サポートセンターほほえみ）
　②居宅介護支援事業所（ケアサポートしゃきょう）
　③障害者居宅介護事業（介護サポートセンターほほえみ）
●生活支援事業（※別海町受託事業）
　①外出支援サービス事業　②配食サービス事業
●介護職員初任者研修（※別海町共催事業）
●ケアハウスみどり野の管理（※別海町指定管理施設）
●防災啓発活動と災害時におけるボランティア活動の体制整備
●成年後見事業
　①成年後見中核機関事業
　②成年後見実施機関事業（法人後見による利用者支援）
●日常生活自立支援事業（※北海道社会福祉協議会受託事業）

●広報事業
　①広報誌の発行（年3回）　②ホームページによる情報発信
●福祉講演会の開催
●各種会議の開催
●財務、運営状況の監査
●各種研修会への参加
●公費補助金の確保と規則等に基づいた適正な執行
　社会福祉事業を推進していくため、行政との連携により安
　定的公費補助金の確保と適正な予算の執行に努めます。
●社会福祉協議会会員会費の拡大促進
　本会が行う事業が、地域住民の方に理解と協力を得られる
　よう取り組み、社会福祉協議会会員会費の拡大促進を図り
　ます。

地域に求められる組織づくり
基本目標４

安心して暮らせるまちづくり
基本目標３

令和７年度 収支予算

事業方針

令和７年度 事業計画
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・別海町内農協連絡協議会　　　・別海町森林組合
・別海漁業協同組合　　　　　　・雪印種苗㈱別海営業所
・野付漁業協同組合　　　　　　・㈲菅野整備工場
・大地みらい信用金庫別海支店　・㈱オーレンス
・雪印メグミルク㈱別海工場　　・アルファ商事(有)
・森永乳業㈱別海工場　　　　　・㈱小泉機械店
・㈾佐藤商店　　　　　　　　　・北海道エネルギー㈱別海給油所

　みなさまからお寄せいただいた社協会費3,156,900円
は、地域福祉活動の事業運営などの財源として大切に活用
させていただきました。

賛助会員一覧　※敬称略

■内訳 （令和７年３月３１日現在）

会員の種別 世帯数(数) 合　計(円)

一 般 会 員 3,139世帯 2,866,900

賛 助 会 員 14企業・団体(右記) 　290,000

令和６年度 社協会員会費のお礼と報告

　社協の活動は住民が主体となり、参加、協力を得て地域の福祉ニーズに対応し、住民の福祉を増

進することを目的としています。

　別海町に住む皆様に会費のご協力をいただくことで、社協は地域福祉に関する事業を行うことが

できています。これからも会員会費制へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

社協会員って？
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べつかい安心サポートセンターからのおしらせ

　べつかい安心サポートセンターでは、このような心配ごとや困りごとに、以下のような支援を行い、誰
もが安心して暮らしていけるようサポートします。

あなたやあなたの家族、知り合いにこのようなことで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 困っていたり、心配している人はいませんか？
●お金のやりくりがうまくできない
●大事な通帳や、書類をよく紛失してしまう
●高価な物をよくわからないうちに買わされてしまう
●福祉サービスや入院・施設入所などの手続きを行えない
●障がいのある子供の将来が不安
●成年後見制度について詳しく知りたい など

■相談支援（成年後見制度等の権利擁護に関することなど）
■成年後見制度利用支援（制度の説明、申立て手続きのお手伝い）
■法人後見の実施（法人後見人の受任）
■日常生活自立支援事業の実施 など

別海町社会福祉協議会 べつかい安心サポートセンター
TEL 0153-75-2148　月～金曜日 9：00～17：00（祝日・年末年始除く）

　成年後見制度は、認知症・知的障がい・精神障がい等により判断能力が十分でない方の、契約
行為や手続きを後見人がお手伝いし、大切なお金や権利を守る制度です。
　制度を利用するには、家庭裁判所への申立てが必要になります。

成年後見制度って？

　日常生活自立支援事業は、在宅生活の方を対象に、福祉サービス利用手続きや生活費の管理を
お手伝いする事業です。
　利用には、社会福祉協議会と利用を希望されるご本人との契約が必要です。

　成年後見制度や日常生活自立支援事業のこと、また、困りごと・心配ごとがある方は、べつか
い安心サポートセンターまでお気軽にご相談ください。
　また、別海町社会福祉協議会ホームページにパンフレットを掲載していますので、そちらもご
覧ください。

日常生活自立支援事業って？

※「制度・事業について詳しく教えてほしい」「制度の利用を考えている」といった方は、来所
　される前に電話で予約してください。


